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のかけ声が体育館に響きました。詳細は５ページをご覧ください。

大きなかけ声「よいしょ！」
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●
今
月
の
話
題

　
「
第
13
回
キ
ャ
リ
ア
教
育
優
良
教
育
委
員

会
、
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
団
体
等
文
部
科
学
大

臣
表
彰
学
校
の
部
」
で
上
郷
小
学
校
が
選
出

さ
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
発
展
に
尽
力
し
、
顕
著
な

功
績
が
認
め
ら
れ
る
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
上
郷
小
学
校
は
、
身
近
な
地
域
の
産
業

や
文
化
に
ふ
れ
さ
せ
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
人

間
関
係
を
築
き
自
己
肯
定
感
を
高
め
て
い
る

こ
と
や
、「
郷
土
を
愛
す
る
子
ど
も
の
育
成
」

を
目
指
し
、
家
庭
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

取
り
組
み
を
行
い
、「
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
」
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
に
は
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
の

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　学校単独では決してできない様々な活動
が、家庭や地域の方々の協力を得ることで
継続してこられました。長年の活動が評価
されたということなので、現 PTA はもちろ
んですが、元 PTA や地域の方々も含め、上
郷学区全体が表彰されたと思っています。
　今後も、地域に開かれた学校づくりを進
め、家庭・地域・学校が一体となってたく
ましい子どもを育てていきたいと思います。

　
「
青
森
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
は
、
県
民
が
統
計

と
親
し
み
、
統
計
の
表
現
技

術
向
上
を
目
的
と
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
６

部
門
に
１
０
７
点
の
応
募
が

あ
り
、
田
子
小
学
校
の
6
名

の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
田
子
小
学
校
は
指
導

優
良
校
と
し
て
も
選
出
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
結
果
は
青
森

県
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

【
第
３
部　

小
学
校
５
年
生
及

び
６
年
生
】

◎
統
計
協
会
長
賞　
「
伝
え
よ

う　

田
子
町
の
魅
力
を
!!
～

全
国
に
、
美
六
姫
（
た
っ
こ
ニ

ン
ニ
ク
）・
田
子
牛
・
み
ろ
く

の
滝
等
の
魅
力
を
広
げ
よ
う

!!
～
」
宇
藤
凛
（
田
子
小
６
）

◎
入
選　
「
人
間
と
Ａ
Ｉ
の
共

存
～
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
の
進

化
に
つ
い
て
考
え
よ
う
～
」

清
水
田
唯
月
（
田
子
小
６
）

【
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
】

◎
知
事
賞　
「
短
命
県
か
ら
脱

却
!!
小
学
生
か
ら
で
き
る
こ

と
!!
」
山
﨑
真
央
（
田
子
小

６
）

◎
入
選　
「
見
直
そ
う
！
！
ゲ

ー
ム
の
仕
方
!!
」
大
野
聖
連

（
田
子
小
６
）

◎
入
選　
「
防
犯
対
策
は
、
イ

カ
の
お
す
し
!!
」
滝
沢
柑
菜

（
田
子
小
６
）

◎
佳
作　
「
も
う
す
ぐ
中
学
生

!!
～
中
学
校
へ
行
く
の
は
不

安
？
楽
し
み
？
～
」
大
坊
蘭

（
田
子
小
６
）

【
指
導
優
良
校
】

　

田
子
町
立
田
子
小
学
校

上
郷
小
学
校
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
！

２
０
１
９
年
度
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

◎上郷小学校の具体的な取り組み
（文部科学省ＨＰより一部抜粋）

米作り体験（平成２年度～）
学校田での米作り、地域住民を招待し収穫
感謝祭を開催している

そば打ち体験（平成25年度～）
新田地区の方の指導を受け体験、理解を深
めている

企業見学（平成25年度～）
町内企業の見学を行い、職業への意識を高
めている

地域伝統文化継承（平成２年度～）
関係者から指導を受けながら、「上郷小子
ども神楽」を継承している

社会的自立を目指す自然体験学習
（昭和56年度～）
水亦スキー場においてクラブ員から指導を
受け、スキー学習をしている

地域に開かれた学校（昭和47年度～）
行事写真の他、歴代の入学式や卒業式の写
真を掲示している

（
右
）
上
郷
小
子
ど
も
神
楽

（
左
）
田
植
え
体
験

保
護
者
や
地
域
の
方
と
記
念
撮
影

小
笠
原
洋
二
校
長
コ
メ
ン
ト
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令
和
２
年
田
子
町
消
防
団

出
初
式
（
※
写
真
３
・
４
）

　

１
月
４
日
、
住
民
の
安
全
を

守
る
消
防
団
員
の
士
気
高
揚
を

目
的
と
し
て
、
田
子
町
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
、
町
内
各
分

団
か
ら
多
く
の
団
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ

ザ
駐
車
場
に
隣
接
す
る
田
子
川

で
一
斉
放
水
訓
練
を
行
い
、
山

本
町
長
か
ら
観
閲
を
受
け
た
後
、

サ
ン
モ
ー
ル
た
っ
こ
商
店
街
入

り
口
ま
で
堂
々
と
行
進
し
ま
し

た
。

　

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
消
防
団
活
動
に
尽
力

し
た
団
員
ら
に
賞
詞
や
感
謝
状
、

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
し
た
団
員
ら
は
今
年
１
年
の

無
火
災
に
向
け
て
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

出
初
式
に
お
け
る
表
彰
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

〇
町
長
表
彰

「
賞
詞
」

田
子
町
消
防
団

第
１
分
団
班
長　

清
水
秀
幸

第
２
分
団
団
員　

森
崎
進
也

第
３
分
団
団
員　

宮
永
和
照

第
４
分
団
団
員　

白
板
大
幸

青
森
県
東
部
郵
便
局
長
会

が
図
書
を
寄
贈
（
※
写
真
１
）

　

12
月
20
日
、
青
森
県
東
部
郵

便
局
長
会
三
戸
部
会
・
江
渡
貴

之
部
会
長
、
秋
元
俊
彦
田
子
郵

便
局
長
、
腰
巡
恭
一
郎
陸
奥
上

郷
郵
便
局
長
が
中
央
公
民
館
を

訪
れ
、
図
書
の
寄
贈
を
行
い
ま

し
た
。
東
部
郵
便
局
長
会
三
戸

部
会
は
、
田
子
・
三
戸
・
南
部

・
五
戸
・
新
郷
全
14
の
郵
便
局

か
ら
な
る
団
体
で
、
公
益
事
業

の
一
環
と
し
て
田
子
町
へ
10
万

円
分
の
図
書
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

江
渡
部
会
長
は
「
こ
れ
を
き

っ
か
け
に
、
若
い
方
に
も
読
書

に
親
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
目
録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

寄
贈
さ
れ
た
の
は
、
絵
本
や
大

活
字
の
小
説
、
環
境
問
題
に
つ

い
て
の
本
な
ど
全
部
で
47
冊
で

す
。
興
味
の
あ
る
方
は
町
立
図

書
館
へ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

若
者
定
住
移
住
就
労
者
促

進
奨
励
金
贈
呈
式（
※
写
真
２
）

　

12
月
23
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
若
者
定
住
移
住
就
労

者
促
進
奨
励
金
贈
呈
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

田
子
町
の
定
住
人
口
の
増
加
と

地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

支
給
条
件
を
満
た
し
た
移
住
就

労
者
と
定
住
就
労
者
に
奨
励
金

を
贈
呈
す
る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
晴
美
町

長
が
「
い
き
が
い
・
や
り
が
い

を
感
じ
つ
つ
、
田
子
町
の
仲
間

と
し
て
充
実
し
た
毎
日
を
歩
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
奨

励
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
対
象

と
な
っ
た
方
は
「
今
の
仕
事
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」「
田
子

町
に
移
住
し
、
子
ど
も
に
と
っ

て
良
い
環
境
だ
と
感
じ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
今
年
度
２
回
目
の
贈

呈
で
、
対
象
と
な
っ
た
方
は
通

算
25
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
っ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
移
住
就
労
者

▽
類
家
萌
（
上
風
張
）

▽
千
葉
佑
樹
（
塚
ノ
上
ミ
）

（
写
真
３
）
特
別
表
彰
さ
れ
た
第
３
分
団

（
写
真
４
）
感
謝
状
を
受
け
取
る
田
沼
元

　

消
防
団
長

（
写
真
１
）
寄
贈
し
た
江
渡
部
会
長

（
左
か
ら
２
人
目
）

（
写
真
２
）
対
象
と
な
っ
た
方
々

●
ト
ピ
ッ
ク
ス
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今
回
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
川
端
栄
光
・
あ
や
夫
妻

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸

２
０
１
９
シ
ー
ズ
ン
報
告

（
※
写
真
６
）

　

１
月
22
日
、
役
場
公
室
に
ヴ

ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
Ｆ
Ｃ
の
下
平

賢
吾
専
務
取
締
役
兼
強
化
部
長

が
訪
れ
、
山
本
町
長
へ
２
０
１

９
シ
ー
ズ
ン
の
報
告
を
行
い
ま

し
た
。

　

ヴ
ァ
ン
ラ
ー
レ
八
戸
は
２
０

０
６
年
に
発
足
し
、
２
０
１
９

シ
ー
ズ
ン
は
Ｊ
３
に
昇
格
し
て

か
ら
初
め
て
の
シ
ー
ズ
ン
で
し

た
。
下
平
さ
ん
は
「
結
果
は
19

チ
ー
ム
中
10
位
で
し
た
が
、
結

果
に
は
満
足
し
て
い
ま
せ
ん
。

混
戦
し
て
い
た
た
め
、
最
終
戦

に
勝
利
で
き
て
い
れ
ば
さ
ら
に

上
の
順
位
も
狙
え
る
位
置
に
い

ま
し
た
。
２
０
２
０
シ
ー
ズ
ン

で
は
ホ
ー
ム
戦
で
勝
利
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。
今
後
と

も
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

次
シ
ー
ズ
ン
へ
向
け
た
思
い
を

語
り
ま
し
た
。山
本
町
長
は
「
チ

第
５
分
団
団
員　

原
哲
也

第
６
分
団
団
員　

梅
内
義
幸

第
７
分
団
団
員　

山
崎
豊

第
８
分
団
団
員　

細
谷
元
一

第
９
分
団
団
員　

坂
下
千
穂

「
特
別
表
彰
」

田
子
町
消
防
団
第
３
分
団

　

三
戸
地
区
消
防
連
絡
協
議
会

観
閲
式　

中
継
送
水
競
技
３
年

連
続
優
勝

「
感
謝
状
」

元
田
子
町
消
防
団
長

田
沼
誠
一

〇
団
長
表
彰

「
感
謝
状
」
平
成
31
年
及
び
令

和
元
年
退
団
者

元
田
子
町
消
防
団

副
団
長　

七
日
市
登（
39
年
４
月
）

団
付
分
団
長西

村
千
春（
36
年
４
月
）

分
団
長　

上
沢
孝
範（
27
年
10
月
）

分
団
長　

岡
田
親
和（
31
年
６
月
）

分
団
長　

中
村
榮
幸（
35
年
９
月
）

分
団
長

山
本
一
二
三（
33
年
７
月
）

副
分
団
長

佐
藤
雅
悦（
15
年
１
月
）

班
長　

原
正
男（
31
年
０
月
）

班
長　

田
沼
英
樹（
15
年
４
月
）

班
長　

坂
下
良
治（
21
年
３
月
）

団
員　

岩
間
春
治（
23
年
０
月
）

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

団
員　

冨
樫
春
治（
13
年
６
月
）

「
優
良
分
団
表
彰
」

田
子
町
消
防
団
第
７
分
団　

規

律
厳
正
平
素
の
成
績
特
に
優
秀

結
婚
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
５
）

　

１
月
20
日
、
役
場
公
室
で

「
田
子
町
し
あ
わ
せ
の
ま
ち
づ

く
り
結
婚
祝
い
金
贈
呈
式
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
若
者
世
代
の

夫
婦
が
婚
姻
か
ら
継
続
し
て
１

年
以
上
田
子
町
に
居
住
す
る
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、

夫
婦
に
結
婚
祝
い
金
を
贈
呈
す

る
も
の
で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
山
本
町
長
が

「
子
育
て
支
援
の
事
業
を
活
用

い
た
だ
き
、
お
子
さ
ま
を
大
事

に
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
、
祝
い
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
対
象
と
な
っ
た

ご
夫
婦
は
、「
明
る
く
元
気
よ

く
、
な
ん
で
も
話
せ
る
家
庭
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
今
回
で
事
業
開

始
か
ら
43
組
目
、
今
年
度
８
組

目
の
贈
呈
と
な
り
ま
す
。

（
写
真
６
）
報
告
す
る
下
平
専
務
取
締
役

　

兼
強
化
部
長

（
写
真
５
）
対
象
と
な
っ
た
ご
夫
婦

（
写
真
７
）
餅
の
切
り
分
け
に
も
挑
戦
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わ
れ
ま
し
た
。
種
市
さ
ん
は
大

正
６
年
１
月
24
日
生
ま
れ
。
田

子
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
通
い
、
い
ら
し
て

い
る
方
と
お
話
を
す
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
周
り
の
み
ん
な
に
良
く
し
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
幸
せ
」
と

お
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
田
子
町
で
は
、
１
０
０

歳
以
上
の
方
は
６
名
と
な
り
ま

し
た
。

健
康
講
演
会
（
※
写
真
10
・
11
）

　　

１
月
31
日
、
中
央
公
民
館
で

健
康
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
第
１
部
の
「
健
康
カ
フ
ェ
」

で
は
、
心
の
健
康
に
向
け
て
、

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
会
話
を
楽

し
む
時
間
と
し
て
設
け
ら
れ
、

カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
な
べ
こ
団
子

・
健
康
茶
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。
第
２
部
で
は
講
師
と
し
て
、

田
子
町
出
身
で
、
盛
岡
友
愛
病

院
脊
椎
・
末
梢
神
経
外
科
・
し

び
れ
外
来
医
師
の
乗
上
啓
さ
ん

を
お
招
き
し
、「
手
足
の
し
び

れ
・
座
骨
神
経
痛
の
上
手
な
医

ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
な
ど
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
夢
を
持

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
増
え
る
よ

う
な
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

清
水
頭
小
も
ち
つ
き
大
会

（
※
写
真
７
）

　

１
月
26
日
、
清
水
頭
小
学
校

体
育
館
で
「
第
42
回
清
水
頭
小

も
ち
つ
き
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。「
餅
つ
き
大
会
が
ん

ば
る
ぞ
！
」
と
声
を
合
わ
せ
、

保
護
者
や
地
域
の
方
々
の
手
も

借
り
な
が
ら
、
班
に
分
か
れ
て

も
ち
つ
き
を
体
験
し
ま
し
た
。

切
り
餅
や
雑
煮
で
食
べ
る
餅
の

他
に
、
赤
・
白
・
黄
色
の
餅
の

繭
玉
を
正
月
飾
り
、
児
童
た
ち

の
今
年
１
年
の
目
標
が
書
か
れ

た
短
冊
と
と
も
に
水
木
に
飾
り

付
け
ま
し
た
。

　
「
ほ
の
ぼ
の
タ
イ
ム
」
で
は
、

カ
ル
タ
や
こ
ま
回
し
、
お
手
玉

な
ど
の
昔
あ
そ
び
で
保
護
者
や

地
域
の
方
々
と
ふ
れ
あ
い
、
そ

の
後
の
会
食
で
は
、
児
童
た
ち

が
春
に
田
植
え
を
し
、
収
穫
し

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

た
餅
米
で
つ
い
た
餅
を
お
い
し

そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

会
を
終
え
た
児
童
は
「
去
年

よ
り
う
ま
く
餅
を
つ
け
た
」

「
会
食
し
な
が
ら
地
域
の
方
と

お
話
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
感

想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

敬
老
祝
い
金
贈
呈
式

（
※
写
真
８
・
９
）

　

１
月
28
日
、
役
場
公
室
で
大

下
は
な
ゑ
さ
ん（
干
草
場
）の

満
１
０
０
歳
敬
老
祝
い
金
贈
呈

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
下
さ

ん
は
大
正
９
年
１
月
10
日
生
ま

れ
。
式
で
は
お
祝
い
に
駆
け
つ

け
た
玄
孫
の
あ
お
い
く
ん
、
あ

さ
ひ
く
ん
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
花

束
に
目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

大
下
さ
ん
は
何
で
も
よ
く
食
べ
、

中
で
も
肉
と
野
菜
が
大
好
き
だ

そ
う
で
す
。
普
段
か
ら
草
と
り

を
行
う
な
ど
、
穏
や
か
に
過
ご

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
日
午
後
に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
室
で
種
市
よ
ね
さ

ん（
サ
ン
モ
ー
ル
）の
満
１
０

３
歳
敬
老
祝
い
金
贈
呈
式
が
行

（
写
真
10
）
講
演
会
の
様
子

（
写
真
８
）
大
下
は
な
ゑ
さ
ん
と
ご
家
族

（
写
真
９
）
種
市
よ
ね
さ
ん
と
ご
家
族

（
写
真
11
）
講
師
の
乗
上
さ
ん



もやしの坦々煮
（材料）
もやし １袋

鶏挽肉 100g、白練りごま 大さじ2
ごま油 大さじ1、コンソメ 小さじ1/2
味噌 小さじ1、おろしにんにく お好みで
一味唐辛子 お好みで
万能ねぎ お好みで

（作り方）
①耐熱ボウルに A を入れてよく混ぜる。挽肉がほぐ

れたらもやしも加えて和える。
②ふんわりとラップをし、レンジ600W で５分間加

熱する。
③器に盛りつけ、お好みで万能ねぎを散らしたらでき

あがり。
★もやしは見た目によらず様々なビタミンやミネラ

ルを含み、栄養価は抜群です。
★野菜が不足しがちなラーメンやうどんにおすすめ

です。担々麺風になります。
（地域包括支援課栄養士　岡﨑）

6

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

い
記
録
と
な
り
ま
し
た
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
で
山
本
町
長
は
、

「
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま
に
交

通
安
全
の
意
識
を
持
ち
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

事
故
の
な
い
、
平
和
で
穏
や
か

な
田
子
町
を
目
指
し
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

次
は
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

３
６
９
０（
み
ろ
く
）日
」
を
目

指
し
、
一
日
一
日
の
積
み
重
ね

を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

者
の
か
か
り
方
、
腰
痛
・
腰
曲

が
り
の
予
防
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
草
取
り
の
し
す

ぎ
や
、
か
が
み
作
業
・
重
労
働

に
よ
る
腰
痛
に
つ
い
て
な
ど
、

住
民
に
身
近
な
話
題
で
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
骨
粗
し
ょ
う

症
へ
の
関
心
を
持
つ
こ
と
、
筋

力
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う
に
運

動
す
る
必
要
性
な
ど
が
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
参
加
者

は
講
演
を
聞
い
て
健
康
へ
の
意

識
を
再
確
認
し
た
様
子
で
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
２
９
０
日
達
成
！

（
※
写
真
12
・
13
）

　

１
月
31
日
、
役
場
庁
舎
前
で

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
２
９
０

（
に
ん
に
く
）日
達
成
を
祝
い
、

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
子
町
で
は
、
平
成
25
年
10
月

24
日
か
ら
交
通
死
亡
事
故
が
発

生
し
て
お
ら
ず
、
１
月
31
日
午

前
０
時
を
も
っ
て
２
２
９
０
日

を
達
成
し
、
市
町
村
別
に
見
ま

す
と
、
県
内
で
は
４
番
目
に
長

（
写
真
13
）
当
町
最
長
記
録
更
新
中
！

みんなで食べよう！
超かんたん、野菜料理

レンジで簡単！
お財布にもやさしい
もやしレシピです。

A

世界のニンニク味比べの会
　地域おこし協力隊の
五十嵐です。先日、世
界のニンニク味比べの
会をサンモールたっこ
商店街のわいわいにて
開催しました。シンガ
ポールやタイから持ち帰った中国産やタイ産、スペイ
ン産のニンニクと田子町産との味比べを行い、田子町
のニンニクが世界のニンニクと比べてどのような風味
の特徴があるのか意見交換しました。人によって味覚
は異なりますが、香りや辛み、甘みに産地ごとに特徴
がありそうでした。人口が減少していく田子町におい
てニンニクの生産量という意味では諸外国には敵いま
せんが、質の部分でどれほどのこだわりを持てるか、
例えば辛みの強いニンニク、甘みの強いニンニク、香
りの強いニンニクのように特徴ごとにニンニクを種類
分けし、料理に応じて使い分けてもらう、そんな取り
組みも面白いなと思っています。需要にあった細部に
こだわる技術、にんにくを町全体で売り込むという姿
勢、そういったものが田子町のにんにくブランドの質
をより上げていくのだと思います。私自身まだまだ皆
様に比べて勉強不足な点が多いですが、これからもた
っこにんにくを世界に PR していきたいと思える会と
なりました。

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録

（
写
真
12
）
目
指
せ
３
６
９
０
日
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●
お
知
ら
せ

　すくすく館では毎月誕生
会を行い、３〜４年生を中
心にみんなで誕生者をお祝
いしたり、ゲームをして過
ごします。
　12月の誕生会は３年生が
担当し、宝探しゲームをし
ました。ホール内に隠して
ある手作りカードを時間内
に探します。本のすき間や
支援員に隠す等かなり難易
度高め！　でも子どもたち
も真剣にカードを探し見事
Ｇｅｔ！　こんな所にあっ
た！と大盛り上がりでした。
　１月は４年生が担当し、
風船バレーをしました。近くで応援していると風船
とはいえ迫力がすごい ( ﾟДﾟ ) みんなが参加でき
るよう声を掛け合い白熱したバレーとなりました。
　４月から企画、準備、司会を経験してきた３〜４
年生。少しずつ先を見越して準備をしたり、急な進
行変更の対応等が身についてきて、とても頼もしく
なったなぁと感じるこの頃です♪
問すくすく館 ☎３２−３１１５（担当：中平）

田子町社会福祉協議会
☎32-4045

☆学童すくすくだより☆
すくすく館での様子（誕生会編）

■  子育てサロン
　「ちょこっとひなまつりランチ会」のご案内 
　“ちょこっとひなまつり気分味わいませんか？”
▼日時　３月３日（火）
　　　　午前１１時〜
▼場所　すくすく館
　　　　（田子小学校前）
▼対象　保護者（就学前の
お子さまをお持ちの方）
当日はお子さまもどうぞお
いでください。
▼参加費　１人１００円
　　　　　（お子様は無料）
※申込が必要となります。
　お電話にて承ります。【申込期限：２月２７日（木）】

▼申込・お問い合わせ先
　すくすく館（板橋）☎３２－３１１５

■  町水道所有者等変更の手続きについて
　３月〜４月は転入や転出等が多くなる時期となり、
次のような場合は変更等の手続きが必要です。
◎貸家やアパートなどに転入・転出・転居される場合
・給水装置使用者変更届・開始届または中止届の提出

◎転出される場合（持ち家の場合）
・中止届または廃止届の提出

◎所有者（または使用者）が亡くなられた場合
・給水装置所有者変更届または給水装置使用者変更届

の提出（以降使用しない場合は、中止届または廃止
届の提出が必要となります）

▼届出先　役場建設課水道グループ
（町のホームページより届出様式をダウン

ロードすることもできます）

▼ご持参いただくもの　印鑑

問役場建設課水道グループ☎２０－７１１８

■  必ずチェック最低賃金！ 使用者も、労働者も
　青森県特定（産業別）最低賃金改正のお知らせ
　青森県特定（産業別）最低賃金が、令和元年１２月２１
日から改正されました。
　金額等は次のとおりです。
⑴鉄鋼業　時間額 ９００円（改正前 877円）
⑵電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
　情報通信機械器具製造業
　時間額 ８２９円（改正前 806円）
⑶各種商品小売業　時間額 ８２１円（改正前 798円）
⑷自動車小売業　時間額 ８６１円（改正前 838円）

　なお、青森県で働く全ての労働者及び使用者に適用
される「青森県最低賃金」は、令和元年１０月４日か
ら、時間額７９０円に改定されています。
　業務改善助成金等の活用や賃金引き上げについて
は、青森働き方改革推進支援センター（☎０８００－８
００－１８３０）にご相談ください。
　詳しくは、青森労働局ホームページからもご覧にな
れます。（https://jsite.mhlw.go.jp/aomori-roudoukyoku/）

交通死亡事故ゼロ
２
に ん に く

２９０日を達成しました！
１月31日をもって、交通死亡事故ゼ
ロ２２９０日を達成しました。しかし、
これはあくまで通過点ですので、これ
からも記録を更新すべく交通安全に取
り組んでいきましょう。
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●
お
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■  弁護士相談のお知らせ
　町では、下記の日程で弁護士相談を実施します。
▼日　時　３月６日（金）午前１０時〜正午
▼会　場　せせらぎの郷会議室
▼弁護士　法律事務所グッドカンバセーション　
　　　　　下川原利也弁護士
▼相談料　無　料
　相談時間が限られているため、事前に相談内容等を
伺わせていただきます。申込み多数の場合は
相談内容等により相談者を決定いたします。

▼申込み・問い合わせ先
　役場地域包括支援課包括ケアグループ

（せせらぎの郷）（横田）☎２０－７１００

■  ギルロイ市へ募金が届けられました
　町では、２０１９年７月に姉妹都市・米国ギルロイ市
のガーリックフェスティバル会場で発生した銃乱射事
件の被害者支援とギルロイ市のために募金活動を行
い、これまでに集められた２１９，７６１円及び９８ドル
４１セントをギルロイ市姉妹都市協会へ寄付しました。
　支援金は、役場やガーリックセンター、町内のイベ
ント会場などに設置した募金箱に、町民の皆様はじめ
多くの方々から「ギルロイ市の友人たちを支援した
い！」との温かい想いと共に寄せられました。支援金
を受け取ったギルロイ市姉妹都市協会イレイン・ボニ
ーノ会長からは「田子町の
皆様の温かいご支援に心か
ら感謝します」とのメッセ
ージが届いています。
　ギルロイガーリックフェ
スティバル会場には、事件
後、この痛ましい出来事を
忘れることのないよう慰霊
碑が建立され、多くの人々が
追悼のために訪れています。

■  2020年度「教育・福祉・環境」助成金
　募集のお知らせ
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金では県内
の地域貢献を目的に、団体、ＮＰＯ法人、企業等に助
成金の交付を行っています。
▼助成金額　必要費用以内で、１００万円を限度
▼対象者・対象団体
　原則として１年以上の継続的、組織的活
動実績のある個人、団体、ＮＰＯ法人、企
業等
▼応募資格等
⑴青森県の自然、地域、生活文化、歴史、風土などの

地域資源を活用・創造する活動や、健康増進、医療、
福祉、環境に関連する活動を行うこと

⑵２０２０年１０月１日〜２０２１年９月３０日までに実
施する活動であること

⑶助成金給付後、活動・研究報告書を提出すること
※次の団体は対象外とします。
　・過去３年以内に等財団の助成金を受けた団体等
　・政治活動または宗教活動を目的とする団体等
▼応募期間　４月１日（水）〜６月３０日（火）まで
▼応募先・お問い合わせ先
　公益財団法人みちのく・ふるさと貢献基金事務局
　☎０１７－７７４－１１７９（担当：星野・川村）
　〒030-8622青森市勝田一丁目３番１号
※応募要項と申請書はホームページからダウンロー
ドできます。
　ＵＲＬ： http://www.michinoku-furusato.or.jp

■  忘れないで、愛車も住所変更
　自動車をお持ちの方は、引越しなどで住所が変わっ
たときには、運輸支局で住所の変更登録をする必要が
あります。
　自動車税種別割の納税通知書は、
原則として運輸支局に登録されてい
る住所（車検証に記載されている住所）にお送りして
います。
　３月中に運輸支局で手続きができない場合は、電話
またはＦＡＸで三八地域県民局県税部にご連絡くださ
い。また、青森県ホームページ「県税・市町村税イン
フォメーション（http://www.pref.aomori.lg.jp/life/tax/
top.html）」でも受付しています。
問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８−２７−５１１１ 内線205〜207、356
　FAX０１７８−２７−３８１７
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●
お
知
ら
せ

■  自動車の名義変更・廃車手続き及び車検は
　お早めに！【車検は１カ月前から受けられます】
　例年３月は、名義変更（移転登録）・廃車（抹消登録）・
住所変更等（変更登録等）・車検（継続検査）の手続きで、
運輸支局及び事務所の窓口は大変混雑します。特に、
３月中旬頃から月末にかけて徐々に待ち時間が長くな
り申請者の皆さんに大変ご不便をおかけしております。
　名義変更や廃車等の手続きは、混乱を避け待ち時間
が少ない３月１３日以前に手続きしていただくようお
願いします。また、車検（継続検査）は１カ月前から受
けることができますので、３月下旬に集中しないよう
お早めに受検していただくようにお願いします。
　ユーザー車検については、下記のインターネット検
査予約サイト等により検査予約を行ってください。予
約操作についてのお問い合わせは、自動車検査予約ヘ
ルプデスクでお答えしておりますのでご利用ください。
　なお、軽自動車は「軽自動車検査協会」が手続き窓口
になり、手続き方法が違いますので、ご注意ください。
◎東北運輸局青森運輸支局  青森市大字浜田字豊田139-13

　テレフォンサービス（情報案内）☎０５０－５５４０－２００８
◎八戸自動車検査登録事務所  八戸市桔梗野工業団地２丁目12-12

　テレフォンサービス（情報案内）☎０５０－５５４０－２００９
◎青森運輸局ホームページ
　http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/am/am-index.html
※ホームページで必要書類の確認、

委任状等の取得が可能です。
◎自動車技術総合機構ホームページＵＲＬ
　（自動車検査予約システム）
　パソコン　http://www.yoyaku.naltec.go.jp
　携帯電話　https://mobile.yoyaku.naltec.go.jp/
◎自動車検査予約ヘルプデスク
　☎０５７０－０３０－３３０
　（午前９時～午後６時　土・日・祝日を除く）

▼受付時間
　平日　午前８時４５分～正午、午後１時～午後４時
　（土・日・祝日は休みです。）

■  除雪作業にご協力を
●道路に雪を捨てないでください
　除雪車で寄せた雪を道路に返したり、各家庭の雪を
道路に押し出したりしないでください。
●路上駐車はやめましょう
　路上の駐停車は除雪の妨げになります。決められた
場所以外での駐停車はやめましょう。また、故障など
でやむを得ず路上に置くときは、赤旗などの目印を立
ててください。
●深夜作業にご理解を
　除雪及び排雪作業は交通渋滞をひきおこさないため
に、交通量の少なくなった、夜間早朝に行われますの
でご理解ください。
●作業中の除雪車には３０ｍ以内に
近寄らないでください

　除雪車は重機械であり、前後１０ｍ
位は死角となります。また、雪の中に混じっている砕
石、ガラス等が飛び散る場合もありますので、３０ｍ
以内には近寄らないようにお願いします。
●通行規制にご協力を
　除雪及び排雪作業を、迅速・安全に進めるために一
時通行止めにすることがあります。ご理解とご協力を
お願いします。

問青森県県土整備部道路課道路環境グループ
　☎０１７－７３４－９６５６

■  田子警察官駐在所からのお知らせ
●全座席のシートベルト着用を！～すべての座席でのシ
ートベルトの着用は義務化されています～

　シートベルトを着用していないと、衝突の時にハン
ドル、ダッシュボード、フロントガラス等にぶつかっ
たり、さらには車外に放出され重大な被害を受けるこ
とがあります。
　シートベルトは交通事故の際の被害軽減に大きな効
果があります。運転者の方は後部座席も含めた全員の
シートベルト着用を確認してから発進しましょう。

問三戸警察署田子警察官駐在所 ☎３２－３１０９

■  田子分署からのお知らせ
　現在、田子分署では、田子町内の住宅用火災警報器
設置状況調査を実施しております。調査のため、消防
車・救急車で分署員がご自宅に伺いますので、ご協力
お願い致します。なお、調査済みの世帯もあり、今回
は、これまでの調査で不在であった世帯を中心に実施
いたします。

問三戸消防署田子分署 ☎３２－３１０４

■  統計調査員を募集しています
　基幹統計に統計調査員として従事していただく「登
録統計調査員」を募集しています。調査員として任命
され、協力していただいた方には対価として報酬が支
払われます。登録統計調査員となられた方は、優先的
に調査員の依頼をいたします。
○２０歳以上の方であればどなたでも登録可能です。
○調査員任命期間中の身分は「非常勤公務員」です。
○職務上知り得た秘密の保護を遵守できる方

問役場政策推進課（松山）☎２０－７１２７
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町中央公民館（☎２０－７０７０ 担当：小林）

または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

●スポーツ賞部門
▽スポーツ大賞（個人）
　西野明心（八学光星高３）

・第35回全国高校生グレコローマンスタイル
　レスリング選手権大会　51kg 級　３位
・第58回高松宮杯東北高等学校選抜レスリング大会　兼
　第62回全国高等学校選抜レスリング大会予選会
　学校対抗戦　優勝

　松橋英泰（三本木農高３）
・第37回東北高等学校アーチェリー選手権大会
　男子個人　１位

　谷内勝哉（三本木農高２）
・第72回東北高等学校相撲選手権大会　団体　優勝
・第29回東北高等学校相撲選抜大会　　個人　２位

▽スポーツ賞（個人）
　山市紗友理（三本木農高３）

・第46回東北総合体育大会相撲競技　兼　第10回東北女子
　相撲選手権大会　高校生以上の部　３位

　谷内達哉（三本木農高２）
・第27回東北高等学校相撲選抜大会　団体　３位
・同体重別個人戦100kg 級　３位

　幅野俊介（三本木農高２）
・令和元年度青森県高等学校ラグビーフットボール
　新人大会　２位

　瀬川智也（名久井農高１）
・令和元年度青森県高等学校アーチェリー新人大会
　男子団体（50 ／30ｍ）　優勝

▽スポーツ奨励賞（団体）
　田子中学校スキー部女子（アルペン競技）
　田子中学校ソフトテニス部
▽スポーツ奨励賞（個人）
　大下悠斗（田子中３）　　川端陸斗（田子中３）

　松本宗一郎（田子中３）　笠原凪紗（田子中３）

　冨樫心寧（田子中３）　　中村麻那（田子中３）

　森本彩乃（田子中３）　　中山聖翔（田子中２）

　川上菜央（田子中２）　　工藤七海（田子中２）

　中村悠真（田子中１）　　松本周光（田子中１）

　新井田未徠（田子中１）　高沢琉葵（田子中１）

　新井田哩来（田子小５）　櫻場充也（清水頭小４）

●文化賞部門
▽文化賞（個人）
　松橋大希（名久井農高２）

◎第26回コカコーラ環境教育賞　文部科学大臣賞

▽文化奨励賞（団体）
　田子高等学校郷土芸能部
　田子小学校
▽文化奨励賞（個人）
　椛本大稜（三本木農高３）

　菊地愛鈴（三戸高１）

▽児童・生徒文化奨励賞（団体）
　田子中学校吹奏楽部
▽児童・生徒文化奨励賞（個人）
　中村夏渚（田子中３）　　北村はな（田子中３）

　田畑桃花（田子中２）　　宇藤　凜（田子小６）

　山㟢真央（田子小６）　　大野聖連（田子小６）

　滝沢柑菜（田子小６）

令和元年　田子町文化賞・スポーツ賞受賞者決定
　１月24日に田子町文化賞・スポーツ賞の審査会が開催され、文化賞部門は３団体、９個人に、スポーツ賞部
門は２団体、23個人の受賞が決定されました。　受賞者は次のとおりです。

●フラダンス健康講座
▽と　き　３月６日（金）、19日（木）午後７時
▽ところ　中央公民館和室
▽持ち物　汗ふき用タオル・飲み物

●いけばな講座
▽と　き　３月21日（土）午後６時30分
▽ところ　中央公民館研修室
▽材料費　1,000円程度

●ストライキングエクササイズ
　フィットネスクラス（90分）
▽と　き　３月５日（木）・19日（木）・26日（木）
　　　　　午後６時30分
▽ところ　中央公民館ホール
▽持ち物　汗ふき用タオル・飲み物
▽参加料　無料

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ
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●社会
▽「反権力」は正義ですか／飯田浩

司／070イ
▽日中の興亡2025 ／青山繁晴／

319ア
▽確定拠出年金完全ガイド／364カ
▽年金だけで上手に暮らす本／364ネ
▽ケーキの切れない非行少年たち／

宮口幸治／368ミ
●医療
▽認知症の人がパッと笑顔になる言

葉かけ／369ウ
▽認知症の親へのイラッとする気持

ちがスーッと消える本／493エ
▽私の手はなぜ痛いのか、しびれる

のか、曲がっているのか／493ヒ
●料理、園芸
▽志麻さんちのごはん／タサン志麻

／596タ
▽キヨミさんのシニアの庭遊びアイ

デア／629ナ
●歴史・時代小説
▽急報／聡四郎巡検譚５／上田秀人

／913ウ
▽初午祝言／新・居眠り磐音／佐伯

泰英／913サ
▽黒武御神火御殿／三島屋変調百物

語６／宮部みゆき／913ミ
▽珍味脅し／料理人季蔵捕物控38

／和田はつ子／913ワ
●ミステリー
▽魔眼の匣の殺人／今村昌弘／913イ
▽おもてなし時空カフェ／桜井千鶴

のお客様相談ノート／堀川アサコ
／913ホ

▽ medium（メディウム）霊媒探偵
城塚翡翠／相沢沙呼／913ア
●そのほかの小説など
▽清く貧しく美しく／石田衣良／

913イ
▽熱源／川越宗一／913カ
▽幼な子の聖戦／木村祐介／913キ
▽花咲小路一丁目の髪結いの亭主／

小路幸也／913シ
▽キッドの運命／中島京子／913ナ
▽流浪の月／凪良ゆう／913ナ
▽線は、僕を描く／砥上裕將／913ト
●エッセイなど
▽運がよくなる風水収納＆整理術／

李家幽竹／148リ
▽老人初心者の覚悟／阿川佐和子／

914ア
▽気がつけば、終着駅／佐藤愛子／

914サ
▽だから、何。／中野翠／914ナ
▽結婚の奴／能町みね子／914ノ
▽生きてく工夫／南伸坊／914ミ

図書館情報
手仕事、手作りしてみませんか！
「春を待つ日々の過ごし方」

　縫い物、編み物、わら細工、家具作
り、革小物、アクセサリー作り、保存
食、お菓子作り…あなたは何を作りま

すか？　様々な手仕事、手作りに関す
る本を集めて展示・貸出します。

●「手仕事・手作り」特集

図書館おやすみカレンダー 3月の図書館行事
▼３／４（水）午前10時
　ブックスタート／せせらぎの郷
▼３／８（日）午前10時30分
　本の読み聞かせととしょかんクラブ
　「回転子馬」で遊ぼう
▼３／18（水）午前10時
　セカンドブック／せせらぎの郷

※３／28（土）本の読み聞かせととしょか
んクラブはお休みです。

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・第４木曜日

（館内整理日）

図書館の開館時間
　水〜土 午前10時〜午後６時
　日曜日 午前10時〜午後４時

田子町立図書館（担当：川村）
☎２０‐７２２１

▼色の濃い日が休館日です。

　読みたい本が貸出中の時は「本の
予約」を、図書館にない本を読みた
いときは「本のリクエスト」を受け付
けています。昨年度、本の予約とリ
クエストは、合わせて1,292件あり
ました。「テレビやラジオで紹介して
いた本」「新聞に載っていた本」「本屋
さんで見た本」など、皆さま一人ひと
りのご要望にできるだけおこたえし
ます。電話でも受け付けます（☎２０
－７２２１）。どうぞご利用ください。

●読みたい本をお探しします「本の予約とリクエスト」

本の予約 ･ リクエスト申込み用紙
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町
の
人
口

令
和
２
年
１
月
31
日
現
在

世帯数／2143（±０）
人口／5380（−14）
男／2610（−９）
女／2770（−５）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
冬
期
間
の
火
の
取
扱
い
・
事

故
に
注
意

　

寒
さ
が
厳
し
く
、
暖
房
器
具

を
使
用
す
る
こ
の
時
季
、「
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
」
に
よ
る
火

災
や
、
不
慮
の
事
故
を
防
ぐ
た

め
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
灯
油
を
給

油
す
る
際
は「
油
種
を
確
認
」し
、

「
必
ず
消
火
」
し
て
か
ら
行
う
。

・
出
か
け
る
際
は
「
火
の
元
を

点
検
」
す
る
。

・
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
長
時
間
使

用
す
る
際
は
、
時
「々
換
気
」し
て
、

部
屋
の
空
気
を
入
れ
換
え
る
。

・
落
雪
に
よ
る
煙
突
の
破
損
や
、

Ｆ
Ｆ
式
排
気
筒
の
埋
も
れ
な
ど

が
な
い
か
時
「々
点
検
」
す
る
。

・
積
雪
が
多
い
場
合
は
、
出
口

の
周
囲
を
除
雪
し
、「
避
難
経
路

を
確
保
」
す
る
。

・
路
面
が
「
凍
結
し
、
滑
り
や
す

く
な
っ
て
い
る
」
の
で
、
転
倒
し

な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

・
屋
根
か
ら
雪
や
つ
ら
ら
が
落

ち
て
く
る
の
で
、「
軒
下
に
は
近

づ
か
な
い
」
よ
う
に
す
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
注

意
し
よ
う

　

雪
解
け
が
始
ま
る
と
、
路
面

状
況
が
良
く
な
る
こ
と
か
ら
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
よ
る

交
通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

◎
雪
解
け
時
期
の
運
転
に
十
分

注
意
を
！

▽
雪
解
け
と
と
も
に
、
歩
行
者

や
自
転
車
の
通
行
が
増
加
す
る

な
ど
交
通
環
境
が
変
化
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
は
危
険
性

が
高
ま
る
時
期
と
い
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
期
こ
そ
速
度
を
控

え
め
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▽
日
中
は
天
候
が
良
く
て
も
、

朝
・
夕
は
気
温
の
低
下
に
よ
り
、

見
た
目
に
は
黒
く
濡
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
路
面
が
、
実
際

は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス（
凍
結
）状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
中
で
も
陽
の

当
た
ら
な
い
箇
所
や
橋
の
上
、

ト
ン
ネ
ル
の
出
入
り
口
付
近
な

ど
は
路
面
が
凍
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

▽
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
は
視

野
が
狭
く
な
り
、
標
識
等
の
見

落
と
し
や
危
険
回
避
へ
の
遅
れ

が
生
じ
、
思
わ
ぬ
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。
常
に
路
面
状
況
、

気
温
に
注
意
し
て
、
安
全
な
速

度
で
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

3
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

4
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前10:00〜正午

5
（木）

血圧を下げる教室（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後1:00
あとから体がらく〜になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
6

（金）
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
食生活改善推進員学習会（上郷公民館）
午前9:30〜午後2:00
弁護士相談（せせらぎの郷）
午前10:00〜午後2:00

10
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

11
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

12
（木）

コツコツ貯筋教室（せせらぎの郷）
午前10:30〜午後1:00
あとから体がらく〜になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
13
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30

17
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
食生活改善推進員学習会（せせらぎの郷）
午前9:30〜午後2:00

18
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30〜正午

19
（木）

いきいき100歳健幸教室（せせらぎの郷）
午前10:30〜午後1:00
あとから体がらく〜になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
「くらし」と「しごと」田子町無料出張相談
（せせらぎの郷）午後1:00〜4:00

20
（金）

介護職員初任者研修修了式
（せせらぎの郷）午前9:00〜10:00

24
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30
保健推進員学習会（せせらぎの郷）
午前9:30〜10:30

25
（水）

予防接種（せせらぎの郷）
午前10:30〜正午

26
（木）

なるほど500キロカロリー教室
（せせらぎの郷）午前10:00〜午後1:00
あとから体がらく〜になる運動教室

（せせらぎの郷）午後2:00〜3:00
27
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00〜午後2:30
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30〜3:30
ことばの教室（田子保育園）
午前9:00〜正午

31
（火）

生きがい倶楽部（老人福祉センター）
午前10:00〜午後2:30

３月の主な保健・介護予防事業予定表

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

お悔やみ
●宮川光男（84歳）雀ケ平
●小舘　晴（82歳）道地
●佐々木彦之（60歳）サンモール
●佐野久美子（42歳）野々上
●袖村タキ子（87歳）袖平
●松原昭男（86歳）七日市
●尾形つよ（99歳）清水頭
●山本チヤ（93歳）上野
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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「
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に
」

前
郷
土
芸
能
部
部
長

３
年　

久
保
海
月

　

田
子
高
校
で
は
今
年
、
全
校

生
徒
29
名
が
全
員
郷
土
芸
能
部

員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
が
既
存
の
部
と

の
掛
け
持
ち
で
す
。

こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
ほ

ど
人
数
が
少
な
く
、

さ
ら
に
、
県
高
総

文
祭
と
弓
道
県
新

人
戦
の
日
程
が
ぶ

つ
か
り
８
名
が
抜

け
る
た
め
、
21
名

で
大
丈
夫
な
の
か

と
い
う
大
き
な
不

安
を
抱
え
な
が
ら

の
練
習
で
し
た
が
、

何
と
か
い
い
仕
上

が
り
具
合
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、「
田

子
高
校
募
集
停
止
」

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
に
と
っ
て
正
直
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
で
、
皆
動
揺
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
日
の
練
習
で
は
、

や
は
り
士
気
が
落
ち
て
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
だ
と
ま
ず
い
、

と
感
じ
た
私
た
ち
３
年
生
は
、

練
習
後
話
し
合
い
を
持
ち
「
実

質
来
年
が
大
会
に
参
加
で
き
る

最
後
の
年
、
先
輩
方
が
築
い
て

き
た
郷
土
芸
能
部
の
歴
史
を
、

10
回
目
の
全
国
大
会
で
飾
れ
る

よ
う
に
頑
張
ろ
う
」
と
誓
い
、

翌
日
の
練
習
の
前

に
思
い
を
１
・
２

年
生
に
語
り
ま
し

た
。

　

大
会
当
日
、
今

自
分
た
ち
に
で
き

る
最
高
の
演
技
を

し
よ
う
と
全
員
が

心
一
つ
に
し
て
臨

み
、
こ
れ
ま
で
積

み
重
ね
て
き
た
こ

と
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
結
果
最
優
秀

賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

後
輩
た
ち
に
は
、

自
分
た
ち
を
取
り

巻
く
全
て
の
方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
お
互
い
高

め
合
っ
て
、
全
国
大
会
で
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

頑
張
れ
「
田
子
高
校
郷
土
芸

能
部
！！
」

（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
高
等
学
校
）

学
校
の
話
題
　
田
子
高
等
学
校

　情報スクランブル

編
集
後
記

　

今
回
は
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
２

９
０
日
達
成
セ
レ
モ
ニ
ー
を
取
材
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
最
長
記
録
は
１
８

６
３
日（
昭
和
59
年
５
月
29
日
～
平
成
元

年
７
月
４
日
）で
し
た
。
そ
し
て
次
の
目

標
は
３
６
９
０（
み
ろ
く
）日
と
な
っ
た

わ
け
で
す
が
、
調
べ
て
み
ま
し
た
ら
、

達
成
す
る
の
は
２
０
２
３
年
11
月
30
日

頃
の
よ
う
で
す（
多
少
の
誤
差
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
）。
３
年
以
上
先
の
こ
と

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
交
通
安
全
の
意

識
を
持
ち
、
日
々
過
ご
し
て
い
く
こ
と

で
記
録
の
更
新
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す
。
私
も
「
か
も
し
れ
な

い
運
転
」
で
交
通
安
全
に
努
め
ま
す
。

（
広
報
担
当　

ま
つ
や
ま
）

即
位
パ
レ
ー
ド
雲
一
つ
な
き
秋
晴
れ
に
両
陛
下
祝
ふ

太
陽
さ
ん
さ
ん
と 

新
井
田
衣

散
歩
道
野
鳥
の
声
に
い
や
さ
れ
て
口
笛
ふ
い
て
鳴
き

ご
ゑ
ま
ね
る 

新
井
田
衣

秋
晴
れ
の
み
ろ
く
の
滝
も
美
し
く
遠
方
か
ら
の
人
も

元
気
づ
く 

貝
守
多
恵

宿
の
窓
同
じ
色
な
く
酔
は
さ
れ
て
時
を
忘
れ
て
幸
せ

気
分
　 

貝
守
多
恵

よ
く
晴
れ
た
あ
る
秋
の
日
に
旅
仕
度
錦
秋
の
山
信
濃
路

の
夢 

柳
田
麗
子

色
づ
き
し
沙
羅
も
も
み
じ
も
散
り
果
て
て
裸
木
に
は

や
命
の
芽
が
出
で
て 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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広
報
た
っ
こ
２
０
２
０
年
３
月
号
（
令
和
２
年
２
月
19
日
発
行
）
通
算
第
７
２
４
号

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

シリーズ

「日本で最も美しい村」連合　vol.2（令和２年３月号）

はじめてのハッピーバースデイ
平成31年２月に生まれた満１歳のお友だちです。

●川上隼
は や て

輝ちゃん
Ｈ31.2.5

（下田子・男の子）
はやてHPB☆
いつもキラキラ笑顔で
元気いっぱい。これか
らもすくすく大きくなぁ
れ♪

●森本望
の ぞ み

心ちゃん
Ｈ31.2.13

（池振・女の子）
いつも元気で何事にも
好奇心旺盛、家族を笑
顔にしてくれる望心。
これからも元気に成長
してください。

　今回は、連合の取り組み内容についてご紹介します。
①ブランド価値を高める活動
　最も美しい村とは、人の営みが生み出した美しさであり、その
土地でなければ経験できない独自の景観や地域文化を持つ村を審
査により認定します。さらに、５年ごとに再審査を行い、より美
しい村づくりを目指した運動が定着しているかを確認します。（今
年、田子町では５年目の再審査が行われます。）
②プロモーション活動
　加盟町村の地域経済の発展を目指し、イベントへの出店や SNS
の活用を通して加盟町村の活動と魅力を広く発信しています。
③組織の強化
　地域ブロック制の導入により、組織力の維持・強化が図られて
います。東北ブロックでは年に１度、総会が開かれ、事例発表や
視察研修により開催される加盟町村への理解を深めています。（今
年、東北ブロックの総会が田子町で開催されます。）
④理解者の拡大
　フォーラム等の開催を
通して、本活動への理解
の輪を広げています。
⑤連携・交流の強化
　定期的に学習会等を開
催し、加盟町村が資源の
利活用方法等について学
び合う機会を作ります。

　第13回たっこにんにくまつりが２月29日（土）田子町農業者
トレーニングセンターを主会場に開催されます。
　会場内では、町内外の飲食店等の料理人が、美六姫を使用し
た自慢の創作料理で競う「第８回ＮＩＮＮＩＫＵ料理オンリー１
の店決定グランプリ」の開催や様々なアトラクションを予定し
ております。
　たっこにんにくを知り、味わい、感じ楽しむことのできるイ
ベントとなっておりますので、皆様のご来場、心よりお待ちし
ております。

第13回たっこにんにくまつり開催
イベント
情報


